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中
川
先
生
の
へ
ん
て
こ
日
本
語

分
か
り
や
す
い
日
本
語

「

や
さ
し
い
日
本
語

」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
２
０
１
１
年
の
東
北

大
震
災
以
来
、
し
ば
し
ば
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
災
害
時
に
、

日
本
語
の
不
自
由
な
外
国
人
に
ど
う
情
報
を
伝
達
す
る
か
。
標
準
語
の
使

用
、
語
彙
・
表
現
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
外
来
語
の
使
用
・
非
使
用
な
ど
、
日

本
人
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
の
と
は
異
な
っ
た
、
言
語
使
用
が
求
め
ら

れ
る
。

筆
者
は
、
「

分
か
り
や
す
い
日
本
語

」
を
提
唱
し
た
い
。
筆
者
の
話
は

分
か
り
や
す
い
と
言
わ
れ
る
。
標
準
的
な
ア
ク
セ
ン
ト
・
イ
ン
ト
ネ
ー

シ
ョ
ン
、
拍
を
刻
む
、
話
す
ス
ピ
ー
ド
、
活
舌
、
流
行
語
・
若
者
言
葉
の
非
使

用
、
省
略
語
・
縮
約
語
の
非
使
用
、
助
詞
を
省
略
し
な
い
、
ら
抜
き
言
葉
を

使
わ
な
い
な
ど
、
言
葉
遣
い
に
気
を
配
っ
て
い
る
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
よ
う
だ
と
も
言
わ
れ
る
が
、
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
が
助
詞
を
省
略
し
た
り
、
ら
抜
き
言
葉
を
使
っ
た
り
し
よ
う
も
の
な

ら
、
苦
情
が
殺
到
す
る
。
省
略
語
や
若
者
言
葉
を
解
せ
ぬ
人
に
は
、
ニ
ュ
ー

ス
自
体
が
分
か
り
に
く
く
な
っ
て
し
ま
う
。
万
人
に
心
地
よ
く
話
に
聞
き

入
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
「

分
か
り
や
す
い
日
本
語

」
が
必
要
と
な

る
。日

本
語
教
師
に
は
、
「

分
か
り
や
す
い
日
本
語

」
の
遣
い
手
と
し
て
、

耳
に
心
地
よ
い
日
本
語
を
伝
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に

「

分
か
り
や
す
い
ニ
ュ
ー
ス

」
を
伝
え
る
義
務
が
あ
る
の
な
ら
、
日
本

語
教
師
に
は
「

分
か
り
や
す
い
日
本
語

」
を
伝
え
る
義
務
が
あ
る
。
た

と
え
災
害
時
や
有
事
の
際
に
も
、
日
本
語
の
先
生
が
情
報
伝
達
の
仲
介
人

と
し
て
待
遇
さ
れ
る
の
が
望
ま
し
い
。

京
都
外
国
語
大
学

日
本
語
学
科
教
授

中
川
良
雄
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草津市新規採用職員研修に参加しました!

7月4日、今年度草津市に採用された職員さんたちの研修に参

加しました。研修の内容は、“協働研修”。少子高齢化、地方分

権の進展、ライフスタイルや価値観の多様性などから、これまで

の中央集権型のやり方が維持できなくなってきていて、分散独

立型の方式に転換しようということで、市民と市との“協働”が大

事になってきているとのことです。

はじめに市の人が“協働”についての話をし、その後、各

団体がそれぞれの活動紹介を行いました。その後、数人の

新採職員の各グループに1団体ずつが加わり、“協働”でな

にができるかを話し合いました。新採の職員さんは、建築、

こども園、健康福祉、農林水産など、いろいろな課に配属さ

れている人がいました。

各国のスポーツやゲームを紹介してもらう文化交流のイベン

トの他、それぞれの配属課の目線から、こども園で子供たち

との交流、空き家を利用したそれぞれの国のカフェ、子供食

堂で各国の料理紹介、（日本の）農業を体験してもらうなどの

案がでました。採用されてまだ数か月の職員さんたちなので、

実現性はさておき、面白そうなアイデアがたくさん出てきて、

楽しかったです。

研修には草津の市民活動団体から、オリーブ、JAGUARの部屋、

まちのコミュニティハブ“ツナグ”、NPO法人やんちゃ寺、NPO法人

託老所“心”、認定NPO法人くさつ未来プロジェクトの６団体が参加

しました。新採の職員さんに、草津市で活動する団体を紹介すると

ともに、“協働”について考えてもらおうという趣旨らしいです。

でも、班分けはランダムで、たまたまオリーブの

班になった職員さんたちでしたが、話を聞くとみん

な普段の生活で外国の人との接点はないとのこと

で、“協働”で何ができるかといわれても、はじめは

いまいち想像ができないみたいでした。多くの日

本の人の感覚はそんなもので、彼らの生活/意識

の中には、“外国の人”は入っていないんだなと、

少し寂しくもなりました。

レポート 中川正幸
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オリーブやKIFAなどのイベントで活躍されているデボラさんが「自分の

お店を持ちたい」という長年の夢をかなえて、栗東市においしいラテン料

理とお酒が楽しめるガストロバーを作られました。

お店の名前は

ラテンガストロバー Raices （ライーセス）。

お店の名前「ライーセス」には【起源】【原点】【故郷】などの

意味があります。

私の「ライーセス」はペルーですが、祖父母は日本から

移民としてペルーに渡りました。

小さいころから日本の文化が身近に存在しました。

日本も私の「ライーセス」なのです。

日本とペルーに「ライーセス」をもつからこそ、どちらの文化にも

馴染むようなお店を作りたいと思います。

（byデボラさん）

早速6月のプレオープンにおじゃまして、久しぶりにデボラさんのお料理を堪能してきました。

シンプルな外装とおしゃれな内装、美味しいラテン料理とお酒。

デボラさんがひとりでまわせるように、テーブル席4つとカウンターのコンパクトなお店です。

初めて食べる料理もあって、目も口も大満足。

最初は夢物語にも思えた「自分のお店」という目標。

それに向けて何年も努力を続けて来られたことに本当に感服します。

開業にあたっては、資金集めや様々な契約、改装工事等大変なことが多々あったようで、さらにオープンして

からも、デボラさんが指をけがしたり真夏日が続く中エアコンが故障したりと思わぬトラブル続きだったようです

が、なんとか再開して順調に営業されているようです。

オリーブと共に成長してきたデボラさんのお店、ぜひ一度、行ってみてください。

お昼にはペルーの家庭料理のランチ、夜には他では飲めないラテンのお酒があります！

（席数があまり多くないので、事前の予約がおすすめです）

レポート 内田栄美
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今月の予定（8月）

日本語教室 日本語教室

7/2(M)  7/9  7/23  7/30(M) 8/6　　8/20　8/27

7/3 日本語能力試験 8/27(土)　　 オリーブ　スピーチ大会 
 8/28(日)　草津ラウンドテーブル　(恩地) 

7/2 7/9 7/23 7/30 〈退　会〉 無し

生徒 15 19 13 16 〈入　会〉 ２名

先生 23 23 18 20 〈休　会〉 和田　寿美

河村　康将

杉浦琴子

立松みなみ

精一杯がんばります

日本語指導は初めてで至らな
い点もありますががんばりま
す。

会員の動き

先月の活動　（7月）

参加人数（4月）

レポート 内田栄美

お知らせ
編集後記

行動制限のない夏、いか

がお過ごしですか？

とはいえ中々お出かけしに

くい日々が続くし。。。

先日「タイムトラベル 世界

あちこち旅日記」を読み、内

容に共感しつつ自身の過去

旅に思いをはせております。

忘れられない旅の思い出

には親切な人との出会いも

あれば、不愉快な思い出も

ありますね。

ネットでバーチャル旅行が

できる今でも、実際に行った

土地ではその時の空気感や

ら匂いやらが肌感覚で思い

出せます。

妄想旅行はこの夏で終わ

りにしたいですね。

（ナカミゾ）
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